
                                          

「はじめの一歩」を生かす 

                      学校長 

 新学期が始まって、３週間が過ぎました。どの学級からも新しい気持ちでいろい

ろなことに取り組んでいこうという思いが伝わってきています。様々な場面で今年

度の「はじめの一歩」が繰り広げられています。 

 「はじめの一歩」は、新しく友だちをつくろうとする姿や、昨年度まで取り組ん

できたことを「今年度こそは！」と挑戦し始める姿など、まさに様々です。その中

で、私たちは、「学級開き」や「学年開き」をはじめ、「算数開き」などの学習の

「はじめの一歩」を大切にしています。今年度もいくつかの学年が「学年開き」に

招いてくれました。大型連休の前の新学期は、子どもたちも大人たちも過密スケジ

ュールで、「はじめの一歩」の時間を落ち着いて取ることに苦心します。始業式か

らなるべく早い時期に学級づくりや学年づくりをしようとするので、その中での「

学級開き」や「学年開き」は、担任にとっても、とても大切です。 

先日開かれた「学年開き」では、「どんな学年にしようか」「学年でどんなこと

を大切にしていこうか」、「そのためにどんな活動をしていこうか」など、参加し

ている皆で思いを共有していこうとしていました。この後、学級目標、学年目標（

合い言葉など）とつながっていきます。 

学級目標や学年目標を「絵に描いた餅」にしないために、それぞれの学級では、

「当番活動」や「係活動」を組織しながら、目標に近づくためのしかけをしていき

ます。教室を巡回していると、画用紙にかかれた係活動紹介にユニークな名前の係

を見つけることがあります。子どもの創意・工夫、やる気、企画力、実行力などを

実感する瞬間でもあります。 

５月末は、運動会です。一人ひとりが力を発揮できるよう取り組んでいきます。 
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